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琴の浦荘のお正月。お屠蘇、お節料理、正月飾り、書初め、いつもと変
わらないお正月。ただ、今年は家族に会うことが出来ずに少し寂しいお正
月となりましたが、入居者様はとても元気に過ごされています。今年も利
用者様の笑顔と、職員の元気で悪病を追い払っていきます。本年もどうぞ
よろしくお願いいたします。

ショートステイでは、折り紙での正月飾りや福笑いなどの昔遊びをしな
がらお正月を過ごしました。また、近所の神社に初詣に出掛けて、2021
年が幸せな年になるようにとお参りをしてきました。中には長～い時間お
参りをされる方もいらっしゃいました。今年もコロナに負けず、職員一同
頑張っていきます。

デイサービスでは、一年の抱負を込めて書初めと、疫病から身を守るた
めに御守り作りを行いました。昨年はコロナの影響で色々な制限がありま
したが、皆様の変わらぬ笑顔に支えられて、乗り越えることが出来ました。
今年のデイサービスも、たくさんの笑顔をお届けできるよう精一杯頑張っ
ていきますので、よろしくお願いいたします。



年の瀬の風物詩、「琴の浦荘餅つき大会」を行いました。今年は新型コ
ロナウイルス感染症を予防するために、人との間隔や回数を増やすなどの
対策を取っての実施となりました。いつもとは違う餅つき大会でしたが、
「よいしょ～」の掛け声で、皆さん力強くお餅をついて下さり、立派な鏡
餅となりました。

1月7日から降り続いた雪は記録的な大雪となりました。琴の浦荘も一
面雪景色となり、利用者様と一緒に居室の窓を開けると「まぁ～～」「こ
りゃまたびっくりした」などの驚きの声と、久しぶりに見た雪景色に目を
キラキラさせた表情を見ることができ、とても幸せなひと時となりました。
たまには雪も良いですね。

12月26日にデイサービスでは忘年会を行いました。今年は新型コロナ
の影響で大々的にはできなかったのですが、換気を行いながら開催するこ
とができました。忘年会ではお弁当を食べた後、地域交流ホールにて職員
の出し物（ヴァイオリンコンサート、ソーラン節、キャンディーズ）を披
露しました。皆様と楽しい時間を過ごすことができました。

12月26日

12月17日12月24日

エンゼルケアの意味と手順を理解するために、外部から講師を招いて勉
強会を行いました。講師の方のお話は普段聞くことのできない内容で学ぶ
ことが多く、とても有意義なものになりました。その後、看護師の指導の
もと実践を行い、流れや留意点の確認を行いました。最期の時までご本人
らしく送り出すことができるように、支援をさせて頂きたいと思います。

12月28日

今回の防災訓練では、施設内のコンセントやケーブルなどに異常はない
か、ホコリはかぶってないかなどチェックを行いました。施設内は様多く
の電気器具を使用しています。防災委員会では電気系統などに異常はない
か、点検を頻繁に行って、漏電火災の未然防止に努めています。

1月9日


